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静摩擦係数と動摩擦係数の違いは？

Q:静摩擦係数と動摩擦係数の違いは何ですか？

A:静止摩擦係数と動摩擦係数の大きな違いは，物体が「動き出す瞬間（最大摩擦）」か「動いている最中

（滑り中）」かという状態の違いである．例えば以下のように斜面に物を置き，滑り始める角度が大きいほ

ど静摩擦係数が大きいとされる．

静摩擦係数と動摩擦係数を比較すると，一般的に以下のように示す．

静摩擦係数（μs）＞（もしくは＞＞）動摩擦係数（μd）

高校物理の教科書にも同様に記載されている．実生活においても，

床に滑らないように立って踏ん張っているが，より強い力が働いて

一旦滑り始めると止まらないで滑ってしまう．静摩擦係数が高く，

ある時点で動摩擦係数急に低くなるからそうなるのかと経験する．



はたして本当にそうなのか？静摩擦係数と動摩擦係数は不連続なのか？
最新の研究結果を以下に紹介する．

Popov et al: Tectonophys (2012)の実験装置を以下に示す．Vブロックの上に両端の径が大きい円柱の
試験片を滑らせた（下左図）．この時の実験結果を下右図に示す．
固着した状態（静摩擦）から滑り（動摩擦）の不連続の結果となっており，従来と同じであると思
われた方が大半であると推察する．



ところが縦軸を拡大すると下図のようになる（下図の縦軸は×10-3）．静摩擦と動摩擦は不連続に
なっておらず，静摩擦と動摩擦の連続性が確認された．
現時点ではこの考えはまだ主流になっていないので今後の研究に期待したい．
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